
                                    事例 No．95 

【注意喚起】  焼却火の拡大を防ぎましょう！ 

 全国的に焼却火の拡大による火災が増加しております。風の影響や空気の乾燥

により、火が広がり、大きな被害に繋がっています。枚方市・寝屋川市でも急増して

いますので、ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 防止対策  
◆空気が乾燥した日や風の強い日は、延焼拡大の恐れがあるので焼却行為を

行わない。 

◆建物や枯草等、可燃物の近くで焼却行為をしない。 

◆焼却行為が終わったあとは、大量の水で確実に消火する。 

◆できる限り小規模な範囲で焼却を行い、直ぐに消火できるよう消火器や水

バケツを多めに準備する。 

◆焼却行為を行う際は、その場から離れない。 

 
焼却火が付近の枯草に燃え移ると、一気に周囲へ燃え広がるため消火が間に合いません。 

用意している水で消火できないと判断したときは、ただちに 119 番通報してください。 

 

※焼却行為を行う場合は、最寄りの消防署へ届出をしてください。 

※届出は事前に焼却行為を把握し、誤報による出動や混乱等をさけるためであり、焼却行為

を許可するものではありません。 

枚方寝屋川消防組合  警防部  警防課  指揮支援・調査隊  

毎年、春先までは空気が乾燥し、風が強くなることから、 

山火事の約７割は冬から春（１～５月）にかけて 

集中して発生しています。 

特に、たき火等の焼却行為中、強風にあおられて 

付近の枯草等に延焼拡大します。 


